














































































































































　（借） 貨幣資産 7,000 　（貸） 売　　上 7,000
　（借） 棚卸資産 2,200 　（貸） 貨幣資産 2,200










　（借） 売 上 原 価 4,000 　　（貸）　棚卸資産 4,000




（借） 実現利益  1,200 　（貸） 貨幣資産  1,200
（借） 貨幣資産 12,000 　（貸） 売　　上 12,000
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（借） 棚卸資産  3,600 　（貸） 貨幣資産  3,600




（借） 売 上 原 価 5,600 　（貸） 棚 卸 資 産 5,600
（借） 減価償却費 1,000 　（貸） 償 却 資 産 1,000
　第３期においては、第２期における実現利益4,000の配当、棚卸資産の売上 （50
単位×260）、棚卸資産の仕入 （40単位×130）、営業費1,800の支払いが行われる。
（借） 実現利益  4,000  　（貸） 貨幣資産  4,000
（借） 貨幣資産 13,000  　（貸） 売　　上 13,000
（借） 棚卸資産  5,200  　（貸） 貨幣資産  5,200




　（借） 売 上 原 価 6,400 　（貸） 棚 卸 資 産 6,400
　（借） 減価償却費 1,000 　（貸） 償 却 資 産 1,000
　第３期においては非償却資産の売却が行われる。第３期末における非償却資
産の売却時価は3,000であるので,次のような仕訳が行われる。
　（借） 貨 幣 資 産 3,000 　（貸） 非償却資産 2,000












（借） 貨幣資産 7,000 　（貸） 売　　上 7,000
（借） 棚卸資産 2,200 　（貸） 貨幣資産 2,200





















（借） 棚 卸 資 産   500 　（貸） 原 価 節 約   500
（借） 売 上 原 価 4,400 　（貸） 棚 卸 資 産 4,400
（借） 減価償却費   500 　（貸） 償 却 資 産   500






（借） 経営利益  2,300 　（貸） 貨幣資産  2,300
（借） 貨幣資産 12,000 　（貸） 売　　上 12,000
（借） 棚卸資産  3,600 　（貸） 貨幣資産  3,600






（借） 棚 卸 資 産   300 　（貸） 原 価 節 約   300
（借） 売 上 原 価 6,000 　（貸） 棚 卸 資 産 6,000
（借） 減価償却費 1,000 　（貸） 償 却 資 産 1,000
（借） 非償却資産   300 　（貸） 原 価 節 約   300






（借） 経営利益  4,200 　（貸） 貨幣資産  4,200
（借） 貨幣資産 13,000 　（貸） 売　　上 13,000
（借） 棚卸資産  5,200 　（貸） 貨幣資産  5,200






（借） 棚 卸 資 産   100 　（貸） 原 価 節 約   100
（借） 売 上 原 価 6,500 　（貸） 棚 卸 資 産 6,500
（借） 減価償却費 1,500 　（貸） 償 却 資 産 1,500
（借） 非償却資産   400 　（貸） 原 価 節 約   400
（借） 貨 幣 資 産 3,000 　（貸） 非償却資産 3,200
 資産売却損   200   











（借） 貨幣資産 7,000 　（貸） 売　　上 7,000
（借） 棚卸資産 2,200 　（貸） 貨幣資産 2,200




























　　非償却資産の個別物価変動＝ （2,500－2,000） / 2,000＝0.25
　　非償却資産に関する購買力変動＝2,000×0.25＝500
　以上より、次のような決算整理仕訳が行われ、財務諸表が作成される。
（借） 棚 卸 資 産   500 　（貸） 購買力変動   500
（借） 売 上 原 価 4,400 　（貸） 棚 卸 資 産 4,400
（借） 償 却 資 産   300 　（貸） 購買力変動   300
（借） 減価償却費 1,100 　（貸） 償 却 資 産 1,100






（借） 実体実現利益     700 　（貸） 貨 幣 資 産     700
（借） 貨 幣 資 産 12,000 　（貸） 売 　 　 　 上 12,000
（借） 棚 卸 資 産  3,600 　（貸） 貨 幣 資 産  3,600








棚卸資産の個別物価変動率＝ （120－110） / 110＝0.091
棚卸資産に関する購買力変動＝3,300×0.091＝300
売上原価＝3,300＋3,600＋300－1,200＝6,000
償却資産の個別物価変動＝ （3,600－3,300） / 3,300＝0.091
償却資産に関する購買力変動＝2,200×0.091＝200
減価償却費＝ （2,200＋200） ×１年/２年＝1,200
非償却資産の個別物価変動＝ （2,800－2,500） / 2,500＝0.12
非償却資産に関する購買力変動＝2,500×0.12＝300
（借） 購買力損失   330 　（貸） 購買力変動   330
（借） 棚 卸 資 産   300 　（貸） 購買力変動   300
（借） 売 上 原 価 6,000 　（貸） 棚 卸 資 産 6,000
（借） 償 却 資 産   200 　（貸） 購買力変動   200
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（借） 減価償却費 1,200 　（貸） 償 却 資 産 1,200
（借） 非償却資産   300 　（貸） 購買力変動   300




（借） 実体実現利益  3,070 　（貸） 貨 幣 資 産  3,070
（借） 貨 幣 資 産 13,000 　（貸） 売 　 　 　 上 13,000
（借） 棚 卸 資 産  5,200 　（貸） 貨 幣 資 産  5,200





棚卸資産の個別物価変動率＝ （130－120） / 120＝0.083
棚卸資産に関する購買力変動＝1,200×0.083＝100
売上原価＝1,200＋5,200＋100－0＝6,500
償却資産の個別物価変動＝ （3,900－3,600） / 3,600＝0.083
償却資産に関する購買力変動＝1,200×0.083＝100
減価償却費＝ （1,200＋100）×１年/１年＝1,300




（借） 購買力損失   643 　（貸） 購買力変動   643
（借） 棚 卸 資 産   100 　（貸） 購買力変動   100
（借） 売 上 原 価 6,500 　（貸） 棚 卸 資 産 6,500
（借） 償 却 資 産   100 　（貸） 購買力変動   100
（借） 減価償却費 1,300 　（貸） 償 却 資 産 1,300
（借） 非償却資産   400 　（貸） 購買力変動   400
（借） 貨 幣 資 産 3,000 　（貸） 非償却資産 3,200
 資産売却損   200   











（借） 貨幣資産 7,000 　（貸） 売　　上 7,000
（借） 棚卸資産 2,200 　（貸） 貨幣資産 2,200


























　　非償却資産の個別物価変動＝ （2,500－2,000） / 2,000＝0.25
　　非償却資産に関する購買力変動＝2,000×0.25＝500
　以上より、次のような決算整理仕訳が行われ、財務諸表が作成される。
（借） 棚 卸 資 産   500 　（貸） 購買力変動   500
（借） 売 上 原 価 4,400 　（貸） 棚 卸 資 産 4,400
（借） 償 却 資 産   300 　（貸） 購買力変動   300
（借） 減価償却費   800 　（貸） 償 却 資 産   800




（借） 実体経営利益  1,000 　（貸） 貨 幣 資 産  1,000
（借） 貨 幣 資 産 12,000 　（貸） 売 　 　 上 12,000
（借） 棚 卸 資 産  3,600 　（貸） 貨 幣 資 産  3,600










償却資産の個別物価変動＝ （3,600－3,300）×2/3 / 2,500＝0.08
償却資産に関する購買力変動＝2,500×0.08＝200
減価償却費＝ （2,500＋200）－1,500＝1,200
非償却資産の個別物価変動＝ （2,800－2,500） / 2,500＝0.12
非償却資産に関する購買力変動＝2,500×0.12＝300
（借） 購買力損失   300 　（貸） 購買力変動   300
（借） 棚 卸 資 産   300 　（貸） 購買力変動   300
（借） 売 上 原 価 6,000 　（貸） 棚 卸 資 産 6,000
（借） 償 却 資 産   200 　（貸） 購買力変動   200
（借） 減価償却費 1,200 　（貸） 償 却 資 産 1,200
（借） 非償却資産   300 　（貸） 購買力変動   300




（借） 実体経営利益  3,100 　（貸） 貨 幣 資 産  3,100
（借） 貨 幣 資 産 13,000 　（貸） 売 　 　 上 13,000
（借） 棚 卸 資 産  5,200 　（貸） 貨 幣 資 産  5,200







棚卸資産の個別物価変動率＝ （130－120） / 120＝0.083
棚卸資産に関する購買力変動＝1,200×0.083＝100
売上原価＝1,200＋5,200＋100－0＝6,500
償却資産の個別物価変動＝ （3,900－3,600）×1/3 / 1,500＝0.067
償却資産に関する購買力変動＝1,500×0.067＝100
減価償却費＝ （1,500＋100）－0＝1,600
非償却資産の個別物価変動＝ （3,200－2,800） / 2,800＝0.143
非償却資産に関する購買力変動＝2,800×0.143＝400
（借） 購買力損失   613 　（貸） 購買力変動   613
（借） 棚 卸 資 産   100 　（貸） 購買力変動   100
（借） 売 上 原 価 6,500 　（貸） 棚 卸 資 産 6,500
（借） 償 却 資 産   100 　（貸） 購買力変動   100
（借） 減価償却費 1,600 　（貸） 償 却 資 産 1,600
（借） 非償却資産   400 　（貸） 購買力変動   400
（借） 貨 幣 資 産 3,000 　（貸） 非償却資産 3,200













（借） 貨幣資産 7,000 　（貸） 売　　上 7,000
（借） 棚卸資産 2,200 　（貸） 貨幣資産 2,200
















（借） 売 上 原 価　　4,000　　（貸）棚 　 卸 　 資 　 産　   　　4,000
（借） 減価償却費　　1,000　　（貸）償 　 却 　 資 　 産 　　　   1,000
（借） 償 却 資 産　　  500　　（貸）償却資産再評価剰余金　　　500




（借） 営業利益  1,200 　（貸） 貨幣資産  1,200
（借） 貨幣資産 12,000 　（貸） 売　　上 12,000
（借） 棚卸資産  3,600 　（貸） 貨幣資産  3,600










（借） 売 　 上 　 原 　 価    5,600 　 （貸） 棚 　 卸 　 資 　 産       5,600
（借） 減 価 償 却 費    1,250 　 （貸） 償 　 却 　 資 　 産       1,250
（借） 償却資産再評価剰余金       250 　 （貸） 留　 保 　 利 　 益          250
（借） 償 　 却 　 資 　 産       250 　 （貸） 償却資産再評価剰余金         250




（借） 営業利益   3,750 　（貸） 貨幣資産  3,750
（借） 留保利益     250 　（貸） 貨幣資産    250
（借） 貨幣資産 13,000 　（貸） 売　　上 13,000
（借） 棚卸資産   5,200 　（貸） 貨幣資産  5,200









（借） 売 　 上 　 原 　 価    6,400 　（貸） 棚 　 卸 　 資 　 産     6,400
（借） 減 価 償 却 費    1,500 　（貸） 償 　 却 　 資 　 産     1,500
（借） 償却資産再評価剰余金       500 　（貸） 留 　 保 　 利 　 益        500
（借） 非 償 却 資 産       400 　（貸） 非償却資産再評価剰余金        400
（借） 貨 　 幣 　 資 　 産     3,000　 （貸） 非 償 却 資 産     3,200
 資 産 売 却 損       200   
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